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成
人
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
、
参
列
し
た
９
名
が
宮

本
村
長
か
ら
祝
酒
を
う
け
ま
し
た
。

　

来
賓
か
ら
は
記
念
品
の
贈
呈
や
祝
辞
が
あ
り
、
土
門　

太
さ
ん
と
浮

田
茉
弥
さ
ん
が
誓
い
の
言
葉
を
読
み
上
げ
、
新
成
人
を
代
表
し
て
舟
見

啓
太
さ
ん
が
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
吉
川
社
中
主
催
の
茶
席
で
茶
会
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

参
列
者
や
家
族
と
写
真
を
撮
る
な
ど
し
て
喜
び
を
分
か
ち
ま
し
た
。

（
１
月
５
日
）

隠

１ 月のこ んなこ とあんなこ と

平
成　

年 

初
山
別
村
成
人
式

２５

初
式
の
起
源
は
お
よ
そ
３
５
０

年
前
の
江
戸
時
代
と
い
わ
れ
、

気
勢
を
あ
げ
る
べ
く
今
年
も
村
消
防

団
出
初
め
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
数
の
来
賓
・
団
員
が
出
席
す
る

な
か
、
北
海
道
知
事
表
彰
な
ど
の
表

彰
状
伝
達
が
行
わ
れ
、
表
彰
者
へ
拍

手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
（
１
月
７
日
）

平
成　

年 

初
山
別
村
消
防
団
《
出
初
式
》

２５

▼
北
海
道
知
事
表
彰

・　

年
勤
続　

石　

原　

正　

男

３０
・　

年
勤
続　

木　

村　
　
　

茂

２０

　
　
　
　
　
　

立　

田　

康　

雄

　
　
　
　
　
　

秋　

山　

哲　

也

・　

年
勤
続　

長
谷
川　
　
　

剛

１０
▼
北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

・
功
績
章
・　

年
勤
続

３０

　
　
　
　
　
　

小　

林　

清　

秀

　
　
　
　
　
　

長　

坂　

栄　

一

・　

年
勤
続　

長　

坂　

正　

一

２０
・　

年
勤
続　

岩　

田　

誠　

一

１０
▼
北
留
萌
消
防
組
合

　
　
　
　
　

管
理
者
表
彰

・　

年
勤
続　

小　

林　

清　

秀

３０

　
　
　
　
　
　

長　

坂　

栄　

一

・　

年
勤
続　

長　

坂　

正　

一

２０
・
優
良
団
員
表
彰
・　

年
勤
続

１０

　
　
　
　
　
　

岩　

田　

誠　

一

・
技
能
功
労
章

　
　
　
　
　
　

長
谷
川　
　
　

剛

（
敬
称
略
）

消
防
団
出
初
式
表
彰
者
名
簿

新

出

 谷　 嶋　 恵　 理

 宮　 村　 奈津美

 折　 舘　 勇　 士

 越　 前　 紗　 文

 浮　 田　 茉　 弥

 土　 門　　　 太

 花　 房　 里　 穂

 舟　 見　 啓　 太

 谷　 島　 愛　 夢

 相　 馬　 海　 人 （欠）

 岩　 井　　　 翼 （欠）

 能　 島　　　 晃 （欠）

（敬称略）

成 人 式 該 当 者
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春
恒
例
の
子
ど
も
会
か
る
た
大
会
が
開

催
さ
れ
、
参
加
し
た
選
手
た
ち
は
小
学

生
の
部
と
中
学
生
の
部
に
分
か
れ
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
部
に
は
４
チ
ー
ム
、
中
学
生
の

部
に
は
３
チ
ー
ム
が
参
戦
し
て
お
り
、
優
勝

チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
１
月　

日
）

１４

韻

年
を
迎
え
た
新
年
元
旦
の
深
夜
、
初
山
別

稲
荷
神
社
が
初
詣
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

家
族
や
友
人
と
お
さ
い
銭
を
投
げ
無
病
息
災

な
ど
を
願
う
姿
が
見
ら
れ
、
お
参
り
が
済
ん
だ

参
拝
客
に
は
、
御
神
酒
や
甘
酒
な
ど
が
振
る
舞

わ
れ
て
い
ま
し
た
。（
１
月
１
日
）

難
救
助
活
動
の
自
主
的
活
動

組
織
で
あ
る
日
本
水
難
救
済

会
初
山
別
救

難
所
が
、
新

た
な
年
の
海

難
事
故
防
止

を
誓
い
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
宮
本
村
長
か
ら
訓

示
を
う
け
、
加
藤
一
裕
所
長
が
答

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
（
１
月
７
日
）

平
成　

年 

初
山
別
救
難
所
《
出
初
式
》

２５
内
漁
業
関
係
者
が
参
列
し
、

今
年
１
年
の
海
上
の
安
全
を

祈
願
す
る
祭
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祭
儀
で
は
、

神
主
か
ら
お

祓
い
を
受
け

た
後
、
一
人

ひ
と
り
神
前

に
参
拝
し
玉

串
を
さ
さ
げ

ま
し
た
。（
１
月　

日
）

１１

海
上
安
全
祈
願
祭

海

新

巳

村

初
山
別
稲
荷
神
社
《
初
詣
》

平
成　

年
度 

村
内
子
ど
も
会

２４

《
か
る
た
大
会
》

 ◆小学生の部　　　　　

【初山別Ａチーム】

 寺　蒼　　　健（６年）

 佐　藤　心　音（４年）

 石　橋　采　峰（３年）

 ◆中学生の部　　　　　

【初山別Ｃチーム】

 寺　蒼　亜　美（３年）

 舟　見　綾　香（２年）

 江　端　元　春（２年）

おめでとうございます。

か る た 大 会 結 果
（優勝のみ）

�������� 	
��������������	
�����



吋

● １月のできごと ●

で　き　ご　と日（曜）

村成人式５松

村役場仕事始め
村救難所出初め式
村消防団出初め式
ウインタースクール
（～９日まで）

７捷

新春書き初め大会１０昭

海上安全祈願祭
ふれあい陶芸教室
ヘルスアップ教室
（初山別・豊岬地区）

１１晶

村内子ども会かるた大会１４捷

村納税貯蓄組合会議１５昇

ほしっこくらぶ
七宝焼き教室

１６昌

村功労者表彰　表彰状贈呈１８晶

ふれあい料理教室１９松

ヘルスアップ教室
（有明・豊岬地区）

２５晶

議会全員協議会２９昇

子ども百人一首教室
　１９・２２・２４・２６・２９日
スキー教室
　１５・１６・２２・２３・２９・３０日
ノルディックウォーキング教室
　１０・１７・２４・３１日の
　毎週木曜日

ス
キ
ー
連
盟
と
総
合
型
ク
ラ
ブ
「
楽
す
ぽ
ク

ラ
ブ
」
が
共
同
開
催
す
る
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー

教
室
に
、
大
勢
の
受
講
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

講
習
期
間
の
前
半
で
は
、
保
育
園
児
向
け
の

コ
ー
ス
に　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１０

　

２
月
に
は
移
動
ス
キ
ー
教
室
や
検
定
、
３
月

に
は
大
会
と
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
（
１
月　

日
〜
）

２２

村 村
ス 
キ
ー
連
盟
《
ス 
キ
ー
教
室
》

内　

の
組
合
で
構
成
さ
れ
る
納
税
貯

２３
蓄
組
合
の
代
表
者
が
一
堂
に
会
し
、
村

税
の
収
納
状
況
や
税
制
の
改
正
点
な
ど
が

説
明
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
質
疑
や
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
１
月　

日
）

１５

村 初
山
別
村
納
税
貯
蓄
組
合
会
議

学
生
の
親
子
を
対
象
に

料
理
教
室
が
開
催
さ
れ
、

９
組
の
親
子
が
「
手
打
ち
う

ど
ん
」
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

講
師
に
は
、
初
山
別
学
園

の
竹
達

栄
養
士

を
招
き
、

生
地
を
足
で
踏
み
続
け
る
こ
と　
３０

分
、
計
３
時
間
か
け
て
完
成
し
た

コ
シ
の
あ
る
麺
を
茹
で
て
試
食
し

ま
し
た
。（
１
月　

日
）

１９

小 ふ
れ
あ
い
料
理
教
室

《
カ
ン
タ
ン　
 

手
打
ち
う
ど
ん
》

！！



右

 

月
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

★
じ
ゆ
う
あ
そ
び

　
　
 

★
プ
ラ
バ
ン
づ
く
り

　
　

で
し
た
。
（
１
月　

日
）

１６

今 ☆
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
「
１
月
号
」

次
回
、
２
月　

日
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら

１３

ぶ
」
は
、

　

☆
じ
ゆ
う
あ
そ
び

　

☆
よ
み
き
か
せ　

の
予
定
で
す
。

　

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

１ 小学生低学年の部
　　　　　　～課題『はる』

（初小１年）江端　 若菜最優秀賞
（初小２年）小林美夕菜優 秀 賞
（初小２年）大井　 麻衣

佳 作
（初小２年）織田　 もも

２ 小学生中学年の部
　　　　　　～課題『明るい心』

（初小４年）長谷川冬実最優秀賞
（初小４年）小林　 健人

優 秀 賞
（初小３年）江端　 桃香
（初小４年）大井　 早世

佳 作
（初小３年）井上　 広亮

３ 小学生高学年の部
　　　　　　～課題『大切な友』

（初小６年）長谷川栄人最優秀賞
（初小６年）宮崎　 菜月優 秀 賞
（初小６年）江端　 栞里

佳 作
（豊小５年）小笠原安里

春
よ
り
「
書
」
に
親
し
み
、
新
年
を
迎
え
る
喜

び
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、「
書
」
へ
の
理

解
と
関
心
を
深
め
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
書
き
初

め
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
書
」
に
挑
戦
し
た
小
学
生　

名
は
、
少
な
い
練

１３

習
時
間
の
な
か
、
何
度
も
繰
り
返
し
練
習
書
き
を

し
て
本
番
へ
挑
ん
で
い
ま
し
た
。（
１
月　

日
）

１０

早 平
成　

年 

新
春
書
き
初
め
大
会

２５

山
別
中
学
校
の
「
全
国
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
取
り
組
み
に
対
し
、
旭
川
地
方
法
務
局
留
萌

支
局
長
と
留
萌
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
長
か
ら
、
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
に
は
、
留
萌
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
山

下
会
長
と
菊
井
人
権
擁
護
委
員
が
学
校
を
訪
れ
、
生

徒
会
長
の
舟
見
綾
香
さ
ん
へ
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

初
山
別
中
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
全
校
生
徒
が
コ

ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
、
表
彰
を
受
け
る
な
ど
、「
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
学
校
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
（　

月　

日
）

１２

１８

初 全
国
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　

感
謝
状
授
与
《
初
山
別
中
学
校
》



宇

 

ロ
コ
モ
テ 
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　

「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
運
動
器
症
候
群
）
」
と
は
、

骨
や
関
節
、
筋
肉
に
動
き
の
信
号

を
伝
え
る
神
経
な
ど
が
衰
え
て
、

「
立
つ
」「
歩
く
」
と
い
っ
た
動

作
が
困
難
に
な
り
、
要
介
護
や
寝

た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
、

ま
た
は
、
そ
の
リ
ス
ク
が
高
い
状

態
の
こ
と
を
い
い
、
略
し
て
「
ロ

コ
モ
」
と
い
い
ま
す
。

　

ロ
コ
モ
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
〔
略
し
て
メ
タ
ボ
〕

と
並
ん
で
注
目
さ
れ
て
い
る
考

え
方
で
す
。
メ
タ
ボ
の
原
因
は

「
内
臓
の
病
気
」
で
あ
る
の
に
対

し
、
ロ
コ
モ
は
「
運
動
器
の
障
害
」

が
原
因
で
す
。
運
動
器
と
は
、
身

体
に
関
わ
る
骨
、
関
節
、
筋
肉
、

神
経
の
総
称
で
す
。
ど
ち
ら
も

健
康
寿
命
の
短
縮
や
要
介
護
状

態
の
要
因
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

ロ
コ
モ
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、

メ
タ
ボ
や
認
知
症
を
併
発
す
る

ケ
ー
ス
も
多
い
と
の
報
告
が
あ

り
ま
す
。
メ
タ
ボ
も
ロ
コ
モ
も
、

私
た
ち
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す

カ
ギ
に
な
り
ま
す
の
で
、
予
防
と

対
策
が
必
要
で
す
。

 

ロ
コ
モ
の
原
因

　

ロ
コ
モ
の
原
因
に
は
大
き
く

次
の
二
つ
の
原
因
が
あ
り
ま
す
。

①
骨
や
関
節
の
病
気

　

加
齢
に
伴
う
様
々
な
病
気
、
変

形
性
膝
関
節
症
、
脊
柱
管
狭
窄
症
、

骨
粗
髭
症
な
ど
は
、
痛
み
、
関
節

の
動
き
が
悪
く
な
る
、
筋
力
低
下
、

骨
折
な
ど
の
症
状
が
出
現
す
る

た
め
に
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
低
下
、

体
力
や
移
動
能
力
の
低
下
を
き

た
し
ま
す
。

②
加
齢
に
よ
る
運
動
器
機
能
不

全

　

加
齢
に
よ
り
、
筋
力
低
下
、
運

動
速
度
の
低
下
、
バ
ラ
ン
ス
能
力

の
低
下
、
巧
緻
性
低
下
な
ど
、
身

体
機
能
が
衰
え
ま
す
。
運
動
不

足
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
「
筋
力
」

や
「
バ
ラ
ン
ス
能
力
」
な
ど
が
低

下
し
、
容
易
に
転
倒
し
や
す
く

な
っ
た
り
、
日
常
生
活
で
介
護
が

必
要
に
な
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。

 

ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
と
運
動

　

自
分
の
ロ
コ
モ
度
を
次
の
「
ロ

コ
チ
ェ
ッ
ク
」
で
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

①
片
脚
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な

い
②
家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り

滑
っ
た
り
す
る

③
階
段
を
上
る
の
に
手
す
り
が

必
要
で
あ
る

④
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り

き
れ
な
い

⑤　

分
く
ら
い
続
け
て
歩
け
な

１５い
⑥
２
㎏

程
度
（
１
リ
ッ
ト
ル
の
牛

乳
パ
ッ
ク
２
個
程
度
）
の
買
い

物
を
し
て
持
ち
帰
る
の
が
困

難
で
あ
る
。

⑦
家
の
中
の
や
や
重
い
仕
事
（
掃

除
機
の
使
用
、
布
団
の
上
げ
下

ろ
し
な
ど
）
が
困
難
で
あ
る

　

７
つ
の
項
目
の
う
ち
１
つ
で

も
当
て
は
ま
れ
ば
、
運
動
器
が
衰

え
て
い
る
サ
イ
ン
で
す
。
今
か

ら
自
分
に
合
っ
た
安
全
な
方
法

で
運
動
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
ま

ず
は
開
眼
片
足
立
ち
と
ス
ク

ワ
ッ
ト
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ジ
オ
体
操

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
運
動
も
積
極

的
に
行
う
と
さ
ら
に
効
果
的
で

す
。

（
理
学
療
法
士　

長
谷
川
）

こ 
ん
に 
ち 
は

理
学
療
法
士
で
す



　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

歳
を
迎
え
る
と
、
様
々
な
権

２０
利
と
と
も
に
義
務
も
生
ま
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ

の
ひ
と
つ
で
す
。

　

「
年
金
な
ん
て
先
の
こ
と
だ
か

ら
関
係
な
い
。
」
と
思
っ
て
い
る
方

は
い
ま
せ
ん
か
？

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
す
べ

２０

６０

て
の
人
が
加
入
し
て
、
や
が
て
誰

に
も
訪
れ
る
老
後
の
所
得
補
償
だ

け
で
な
く
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
私
た

ち
の
生
活
の
安
定
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
前

も
っ
て
保
険
料
を
出
し
合
い
お
互

い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し

現
役
世
代
の
負
担
が
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
国
民
年
金
の
半
分

は
国
庫
負
担
で
賄
わ
れ
て
い
る
た

め
、
現
在　

歳
の
方
も
納
付
し
た

２０

保
険
料
以
上
の
年
金
が
受
け
取
れ

ま
す
。
さ
ら
に
賃
金
や
物
価
の
変

動
に
合
わ
せ
て
年
金
額
が
改
定
さ

れ
ま
す
の
で
大
変
有
利
で
す
。
た

だ
し
、
加
入
手
続
き
や
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
が
受
け

取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

「
あ
の
と
き
に
…
」
と
後
悔
す
る

前
に
必
ず
国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
を
取
り
ま
し
ょ
う
！

　

な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少

な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

の
場
合
は
、「
学
生
納
付
特
例
」
や

「
若
年
者
納
付
猶
予
」
な
ど
保
険

料
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、

役
場
住
民
課
（　

倆

２
２
１
１
）

６７

に
て
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
と

併
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

住
民
課
年
金
担
当
）

　 

〜
落
ち
着
こ
う
、 

振
り
込
む
前
に
相
談
を
〜 

「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」「
先
に

保
証
金
を
払
え
」
「
必
ず
も
う
か

る
」
は
詐
欺

◆
落
ち
着
こ
う
、
振
り
込
む
前
に

相
談
を

　

振
り
込
め
詐
欺
は
、
被
害
者
の

弱
み
や
親
子
の
情
愛
等
に
つ
け
込

ん
で
被
害
者
を
騙
し
、
現
金
を
振

り
込
ま
せ
る
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

　

不
審
な
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た

り
、
身
に
覚
え
の
な
い
メ
ー
ル
等

が
送
ら
れ
て
き
た
ら
、
警
察
や
家

族
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◆
被
害
防
止
対
策
と
し
て

○
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」
と

い
う
電
話
は
詐
欺
で
す
。
必
ず

変
更
前
の
電
話
番
号
に
電
話
を

掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
万
が
一
被
害
に
遭
っ
た
場
合
で

も
被
害
額
を
最
小
限
に
す
る
た

め
に
、
一
日
当
た
り
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

利
用
限
度
額
を
引
き
下
げ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
「
留
守
番
電
話
作
戦
！
」

在
宅
し
て
い
る
時
で
あ
っ
て
も
、

物
理
的
に
犯
人
か
ら
の
電
話
を

遮
断
す
る
た
め
に
留
守
番
電
話

に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

○
オ
レ
オ
レ
詐
欺
は
、
主
婦
や
高

齢
者
の
子
ど
も
や
孫
へ
の
親
愛

の
情
を
逆
手
に
取
る
犯
罪
で
す
。

家
族
間
で
相
互
に
連
絡
を
取
り

合
い
「
家
族
の
絆
」
で
被
害
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◆
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
へ
の
捜
査

協
力
依
頼

あ
や
し
い
電
話
が
掛
か
っ
て
き

た
場
合
は
、

○
電
話
番
号
、
口
座
番
号
、
現
金

の
送
り
先
な
ど
を
聞
き
出
す

○
電
話
機
の
録
音
機
能
な
ど
で
犯

人
と
の
会
話
を
録
音
す
る
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
す
ぐ
に

　

歳
に
な
っ
た
ら
『
国
民
年
金
』

２０

「
振
り
込
め
詐
欺
を
始
め
と
す

る
特
殊
詐
欺
」
の
被
害
防
止

烏

�
�
�
�

�
�
�
�



○
「
１
１
０
番
」
又
は
「
♯
９
１

１
０
」
に
電
話
を
す
る

○
最
寄
り
の
警
察
署
に
電
話
を
す

る
○
北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

メ
ー
ル
コ
ー
ナ
ー
に
メ
ー
ル
を

送
信
す
る
等
の
情
報
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。

 

〜
ち
ょ
っ
と
待
て 

そ
の
ク
リ
ッ
ク
が 

被
害
を
招
く
〜 

　

最
近
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を

狙
っ
た
不
正
送
金
事
案
や
パ
ソ
コ

ン
が
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
事
案

な
ど
、
サ
イ
バ
ー
空
間
の
危
険
性

が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
と
て
も
便

利
で
す
が
、
一
瞬
で
世
界
中
に
大

き
な
被
害
が
発
生
す
る
な
ど
の
危

険
性
も
潜
ん
で
い
ま
す
。

　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
、
次
の
対
策
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。

毅

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
は
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

毅

ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
は
常
に

最
新
の
状
態
に
し
て
お
く

毅

不
審
な
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し

な
い

毅

身
に
覚
え
の
な
い
添
付
フ
ァ
イ

ル
や
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
ク
リ
ッ
ク
し
な

い
毅

不
必
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
信

頼
の
お
け
な
い
サ
イ
ト
か
ら
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

な
い

毅

Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
は
し
っ
か

り
管
理
し
、
人
に
教
え
た
り
し

な
い

毅

不
審
な
入
力
画
面
な
ど
が
表
示

さ
れ
た
場
合
に
は
、
個
人
情
報

は
入
力
せ
ず
管
理
者
又
は
関
係

機
関
な
ど
に
連
絡
す
る

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
、

一
つ
の
対
策
を
取
れ
ば
万
全
と
い

う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

複
数
の
対
策
を
併
行
し
て
行
う

こ
と
で
そ
の
有
効
性
が
高
ま
り
ま

す
の
で
、
し
っ
か
り
と
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
を
し
て
、
安
全
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

 

〜
や
め
ま
し
ょ
う 

み
ん
な
が
困
る 

迷
惑
駐
車
〜 

①
道
路
を
狭
く
し
て
通
行
の
妨
害

に
な
り
ま
す
。

　

違
法
駐
車
が
あ
る
た
め
に
交
通

の
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
、
ス
ム
ー

ズ
な
走
行
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
歩
道
上
の

駐
車
車
両
は
駐
車
違
反
と
な
り
、

歩
行
者
も
歩
け
な
く
な
り
ま
す
。

②
交
差
点
付
近
で
の
事
故
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

　

交
差
点
付
近
の
違
法
駐
車
車
両

は
、
通
行
す
る
車
両
や
歩
行
者
の

見
通
し
を
妨
げ
、
発
見
が
遅
れ
る

お
そ
れ
が
あ
り
、
交
差
点
事
故
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

③
緊
急
車
両
の
活
動
を
妨
げ
ま
す
。

　

狭
い
道
路
に
違
法
駐
車
が
あ
る

と
き
は
、
他
の
車
両
が
通
行
不
能

と
な
り
ま
す
。
特
に
、
消
防
車
や

救
急
車
な
ど
の
緊
急
車
両
の
活
動

を
妨
げ
、
人
命
救
助
に
重
大
な
影

響
を
与
え
ま
す
。

④
歩
行
者
事
故
な
ど
の
原
因
に
な

り
ま
す
。

　

住
宅
街
で
の
違
法
駐
車
は
、
駐

車
車
両
の
直
前
・
直
後
か
ら
の
幼

児
、
児
童
の
飛
び
出
し
に
よ
る
事

故
や
、
夜
間
に
は
走
行
車
両
が
駐

停
車
車
両
に
気
付
か
ず
衝
突
す
る

な
ど
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
。

⑤
道
路
作
業
の
大
き
な
障
害
と
な

り
ま
す
。

　

道
路
の
補
修
・
清
掃
と
い
っ
た

作
業
が
違
法
駐
車
の
た
め
妨
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
が
交
通
渋

滞
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

⑥
除
排
雪
作
業
な
ど
の
障
害
と
な

サ
イ
バ
ー
空
間
の
脅
威
に

対
す
る
社
会
全
体
の
対
処

能
力
の
強
化

違
法
・
迷
惑
駐
車
の
防
止

羽



り
ま
す
。

　

違
法
駐
車
が
除
排
雪
の
進
行
や

除
排
雪
作
業
の
妨
げ
と
な
り
、
住

民
に
迷
惑
を
か
け
、
生
活
に
も
重

大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

 

〜
落
ち
る
前 

下
ろ
し
て
安
心 

屋
根
の
雪
〜 

　

例
年
２
月
は
、
寒
暖
の
差
が
大

き
く
な
り
、
氷
の
よ
う
に
な
っ
た

屋
根
の
雪
が
落
ち
て
下
敷
き
に

な
っ
た
り
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作

業
中
の
転
落
事
故
や
除
雪
機
に
巻

き
込
ま
れ
る
な
ど
で
尊
い
命
を
落

と
す
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

◇
屋
根
の
雪
や
つ
ら
ら
を
早
め
に

下
ろ
し
ま
し
ょ
う
。

　

道
路
に
面
し
た
屋
根
の
雪
や
つ

ら
ら
を
常
に
点
検
し
、
早
め
に
下

ろ
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
雪
下
ろ

し
の
と
き
に
は
、
見
張
り
役
を
置

き
、
軒
下
の
歩
行
者
や
遊
ん
で
い

る
子
ど
も
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
危
険
な
軒
下
を
歩
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

落
氷
雪
の
お
そ
れ
の
あ
る
軒
下

な
ど
を
歩
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
建
物
を
管
理
し
て
い
る

方
は
、
看
板
や
ロ
ー
プ
な
ど
で
歩

行
者
に
注
意
を
促
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◇
子
ど
も
達
を
落
氷
雪
の
危
険
が

あ
る
場
所
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

屋
根
等
か
ら
の
落
氷
雪
の
危
険

が
あ
る
場
所
で
は
子
ど
も
を
遊
ば

せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

遊
ん
で
い
る
子
ど
も
を
見
か
け
た

と
き
に
は
声
を
掛
け
て
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

◇
雪
下
ろ
し
は
転
落
防
止
用
ロ
ー

プ
等
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

　

雪
下
ろ
し
作
業
中
に
雪
と
と
も

に
屋
根
か
ら
転
落
す
る
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
雪
下
ろ
し
を
行

う
と
き
は
、
転
落
防
止
用
の
ロ
ー

プ
を
確
実
に
装
着
す
る
な
ど
転
落

防
止
の
措
置
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

◇
除
雪
機
に
よ
る
除
雪
は
安
全
を

確
か
め
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

除
雪
中
に
除
雪
機
へ
の
巻
き
込

み
や
下
敷
き
に
な
る
な
ど
の
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
中
は
服
装
と
周
囲
の

安
全
を
確
認
し
、
作
業
の
中
断
及

び
そ
の
場
を
離
れ
る
と
き
は
エ
ン

ジ
ン
を
停
止
す
る
な
ど
事
故
防
止

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
羽
幌
警
察
署
）

　

文
部
科
学
省
所
管
の
（
財
）
国

際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、『
第　
３７

回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

（
ヨ
ロ
ン
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
）
』
の
参
加
者
を
全
国
か
ら

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
期
間

　

平
成　

年
３
月　

日
（
火
）
〜

２５

２６

　
　

４
月
１
日（
月
）
６
泊
７
日

■
場
所

　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

■
定
員

　

日
本
人
小
学
生　
　

２
０
０
名

　

在
日
外
国
小
学
生　

１
０
０
名

（
小
学
２
〜
６
年
生

　
　

・
平
成　

年
２
月
末
現
在
）

２５

■
締
切

　

平
成　

年
３
月
６
日
（
水
）

２５

　

（
申
込
み
先
着
順
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

〒
１
０
８
倆

０
０
７
３

　

東
京
都
港
区
三
田

　
　

５
倆

７
倆

８
倆

９
２
１

　

電　

話

　
　

０
３
倆

６
４
５
９
倆

４
６
６
１

　

Ｅ
メ
ー
ル

落
氷
雪
に
よ
る
事
故
防
止

南
の
島
で
国
際
交
流
・
野

外
活
動
体
験
（
日
本
全
国
の
小

学
生
）
ち
び
っ
こ
探
検
学
校

ヨ
ロ
ン
島 

参
加
者
募
集

迂

�

�

�
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村
で
は
、
緊
急
性
の
あ
る
情
報

に
つ
い
て
平
成　

年
２
月
か
ら

２４

「
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
」
へ
情
報
配
信
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
だ
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
方

や
最
近
転
入
を
さ
れ
た
方
は
、
申

込
み
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
以
前
登
録
し
た
の
に
受

信
で
き
な
い
方
は
、
次
の
点
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
簡
単
に
登

録
で
き
ま
す
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
カ
メ
ラ
で

（１）
撮
影
（
表
紙
に
掲
載
）

　

メ
ー
ル
の
送
信
画
面
が
表
示
さ

（２）
れ
た
ら
、
自
分
の
お
名
前
を
入

力
し
て
送
信
。

　

申
込
み
手
続
き
が
完
了
で
す
。

（３）●
登
録
し
た
は
ず
な
の
に
メ
ー
ル

が
届
か
な
い
！

 

●
村
暮
ら
し
を
支
え
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
（
生
活
支
援
シ
ス

テ
ム
）
の
詳
細
は
、

 　

《
役
場 

総
務
課  

　
　
　
　
　
　

企
画
振
興
係
》

　

が
担
当
窓
口
で
す
。

村
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム

携
帯
メ
ー
ル
登
録
者
の
募
集

①
登
録
し
た
ア
ド
レ
ス
が
間

違
っ
て
い
た
。

②
申
込
み
後
に
ア
ド
レ
ス
や
携

帯
電
話
会
社
を
変
更
し
た
。

▲！
 

心
当
た
り
の
と
き
は
、
役
場

担
当
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

課

迷
惑
メ
ー
ル
の
拒
否
設
定
を

し
て
い
る
。

▲！
 

迷
惑
メ
ー
ル
設
定
の

　

『
宛
先
指
定
受
信
』
ア
ド
レ
ス

に
   
 
     

　
　
  
   
 
   

　

を
追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

嘩

通
信
料
金
の
上
限
設
定
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

▲！
 

ご
契
約
中
の
携
帯
電
話
社
の

シ
ョ
ッ
プ
窓
口
に
て
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

○
広
報
し
ょ
さ
ん
べ
つ

　
　
　

掲
載
誤
り
の
お
詫
び

１
月
号
の　

ペ
ー
ジ
中
、

１６

●
年
末
年
始
の
休
業
日

　

村
内
各
事
業
所
の
休
業
期
間

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

（
役
場 

企
画
振
興
係
）

　昭和６２年９月から現在までの２５年余りの永きに

わたり、日本水難救済会初山別救難所員として海難

事故防止並びに救難活動に貢献されています。

　表彰式では、村長から表彰状が手渡され、その功

績に対して感謝のことばが述べられました。

救 難 所 員 の 永 年 功 績

初山別村功労者表彰

加　藤　正　明 氏（字初山別）

（
１
月　

日
撮
影
）

１８
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北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 【平成２５年３月分 外来診療体制】

１．当面の間、「一般内科午後診療は、休診となります。」
２．但し、第２、第４木曜日のみ一般内科の午後診療は行います。

（１３時３０分～１５時３０分まで）
３．内科の予約の無い患者さまは９時からの診察となります。
４．コンタクトレンズの処方は行っていませんので、ご了承ください。

ひ と の う ご き
～平成２５年１月末～

人口と世帯数
人口 １,３５２人 （△１０人）
 男 ６４６人
 女 ７０６人

 世帯数 　５９２世帯 （△３世帯）
（　） は前月比

　平日は、北海道立消費生活センター、土日祝日は、
国民生活センターにつながります。
　役場窓口は、経済課水産商工係です。

消費生活に関する相談は
消費者ホットラインへ

0570－064－370

一人で悩まず、まずは相談して下さい。

お 

知 

ら 

せ

★夜間・土日・祝日診療は緊急性のある重篤な患者さまに限らせ
ていただきます。

★緊急性のない軽症の患者様は、夜間・土日・祝日の受診は控え
ていただき、平日診療時間内に受診されますようご協力願いま
す。（なお、病状などでご心配なことや、受診を希望される場合
は、看護師がご相談を承りますので電話でご相談ください。ご相
談の内容によっては医師と相談し受診の必要性を判断させて
頂きます。）　電話 ０１６４－６２－６０６０

転　　入

１／７　嶋　本　佳世子（豊　岬）

おくやみ

１２／１４　斎　藤　イツノ

　　　　　　　　　８９歳（　栄　）

１２／３１　黒　田　孝　三

　　　　　　　　　９８歳（明　里）

受 付 時 間 等応 援 医 師
金木水火月

診　療　科
午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前

　８：００～１０：３０
△１３：３０～１５：３０

第２・第４木曜日（１４日・２８日）
留萌セントラル 坂井医師

－○△○－○－○－○内 科

８：００～１０：３０留萌市立 高橋副院長（隔週）－－－－予約予約－－－－循 環 器 内 科

８：００～１０：３０重原医師予約○－－－－－－－－呼 吸 器 内 科

８：００～１０：３０留萌市立より－－－○－－－－－－総　合　内　科

（診療は１４：００から）予約－－－－－－－－－禁　煙　外　来

８：００～１０：３０
月２回金曜日（８日・２２日）
留萌市立　越湖副院長

－○－○－○－○－○外 科

８：００～１０：３０－○－○－○－○－○整 形 外 科

①渡部整形外科 渡部院長
②留萌市立病院より

①第２・４火曜日（１２日・２６日）午前・午後
②月２回木曜日（７日・２１日）（９：００～１７：００）

整形専門外来
（完全予約制）

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

①旭川医大 井上講師
②札幌医大より

－－○○－－－－△△

小 児 科 ①第１・２・３月曜日 （４日・１１日・１８日）午前・午後
②毎週木曜日 午前・午後

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師－－－－－－○○－－婦 人 科

（電話にて申し込み）（当院助産師）－－－－－－予約予約－－ミルキー外来

８：００～１１：００旭川医大より－－－－－－－○－－眼 科

８：００～１１：００札幌医大より－－－－－－－－－○皮 膚 科

８：００～１１：００札幌医大より
第１・２水曜日（６日・１３日）午前中のみ
※第３水曜日は祝日のため第２水曜日に振替

耳 鼻 咽 喉 科

８：００～１１：００札幌医大より
第２・５金曜日（８日・２９日）午前中のみ
※都合により第４金曜日（２２日）から第５金曜日（２９日）に変更

泌 尿 器 科

札幌医大 齋藤教授月１回（紹介患者のみ）精 神 科

卯



　初山別村民憲章　　１　くらしを楽しみ、しあわせな住みよい村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。

● 今月の主な行事予定 ●
（２／１１～３／１０）

行　　　　　事　　　　　等日月

建国記念の日
一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）

１１捷

２

月

広報しょさんべつ配布（２月号）１２昇

ほしっこくらぶ１３昌

１４昭

１５晶

１６松

１７掌

１８捷

一般ごみ収集日
（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）

１９昇

議会全員協議会２０昌

２１昭

破砕・危険ごみ収集日
（初山別・千代田地区）

２２晶

２３松

２４掌

乳幼児健診
一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）

２５捷

広報配布（お知らせ版）２６昇

２７昌

２８昭

新年度予算報道発表１晶

３

月

第２４回村民スキー大会２松

スノーフェスタ（予定）３掌

４捷

一般ごみ収集日
（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）

５昇

村議会定例会（会期は本会議内にて決定）６昌

７昭

８晶

９松

１０掌

鵜

気象台ひと口メモ
～「津波警報が変わります」～

　平成２５年３月７日から、新しい津波

警報の運用を開始します。これに伴い、

津波警報・注意報の発表方法や、予想さ

れる津波の高さおよび津波観測に関す

る情報の表現方法が新しくなります。

　また「沖合での津波観測に関する情

報」を新設し、津波が沿岸に到達する前

に沖合の津波の状況や、沿岸に到達す

る時刻および津波の高さの推定値をい

ち早くお伝えします。

　津波警報は、津波による災害の発生

が予想される時に発表する重要な情報

です。津波警報を見聞きしたら、直ち

に安全な場所へ避難をお願いします。

旭川地方気象台ホームページアドレス

　http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/

　問合せ先／旭川地方気象台

　昨年末、オロロン農業協同組合初山

別支所様から鏡もちを寄贈していただ

きました。

　寄贈していただいた鏡もちは、お正

月期間中、役場庁舎ロビーに供えさせ

ていただきました。

鏡 も ち の 寄 贈

「ありがとうございました」

オロロン農業協同組合

初山別支所 様

消防初山別支署からのお知らせ！
平成２５年４月１日から

ご理解とご協力をお願いします
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